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経 済 建 設 常 任 委 員 会 要 点 記 録 

日  時 令和８年５月２２日 
開 会 １０時００分 会議時間 
閉 会 １１時２０分 １：１８ 

場  所 第一委員会室 

出 席 者 
野沢委員長、三上副委員長、川原委員、小橋委員、石井委員、澁谷委員、小林委員 
傍聴議員：矢野議員、柏野議員、生本議員 

説 明 者 副市長、経済部長外１６名 傍聴者数 １人 
事 務 局 議会事務局長、同次長、同主査 記  者  １人 

会 議 の 経 過 事 項 
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委員長が開会を告げ、傍聴の許可をし、議事日程について説明する。 

人事異動後初の委員会のため、異動のあった課長職の自己紹介を行う。 

 

●日程１．付託案件審査について 

１）陳情第１号 恵み野中央公園の改修に係る陳情書 

【質疑】 

  おはようございます。それでは、今回陳情が出ているということで、何点

か質疑をさせていただきます。 

① １点目、この恵み野中央公園の改修に当たっては、本常任委員会で基本計

画の策定、事業スケジュール等について報告をされているところです。ワー

クショップの開催及びアンケート調査の結果を踏まえて、改修計画を策定し

てきたと思っております。改めてこれまでの経緯について伺います。 

② ２点目、パークセンターの設置とありますが、設置に至った経緯、運営予

算とパークセンター等に期待する効果について伺います。 

③ ３点目、新設備において、騒音問題、それから公園の実利用者の声の把握

など、民意をできる限り反映してほしいと思いますが、お考えを伺います。 

  

① 恵み野中央公園の改修に当たっては、令和５年度より、恵み野中学校の総

合学習、町内会、環境団体などに意見聴取を行ったほか、幅広い御意見や情

報をいただけるよう、地域活動団体、教育関連団体、地域住民、指定管理

者、学識経験者などで構成したワークショップを１０回開催し、現状の問題

点や課題点の共有、改修に向けた基本的な考え方の共有、エリアごとの具体

的な施設、植栽方針、持続可能な公園づくりに向けた地域の関わり方、パー

クセンターの在り方、市民共生による運営管理などについて御意見をいただ

きながら進めてきたところです。改修基本計画の策定に当たっては、パブリ

ックコメント、令和７年度の実績では、市民アンケートを実施するなど、公

園利用の実態や求められる規模について御意見を伺い、基本計画及び実績に

反映したところです。 

② パークセンターについて、令和５年度からのワークショップにおいて、防

災拠点や公園利用時の活動拠点、乳幼児から高齢者まで様々な方がそれぞれ
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の立場で交流ができる場、公園の管理や運営の一部に市民が参加できる仕組

みづくりの拠点施設、市内の公園の情報を発信する拠点が必要との御意見を

いただいています。このことから、当初Ｐａｒｋ－ＰＦＩや図書館の改修に

併せてそういった場が整備できないか検証していましたが、企業等へのヒア

リング調査を行った結果、実現が困難となったことから、パークセンターと

いう独立した施設の整備をするに至ったところです。パークセンターの管理

については、令和８年度以降に検討することとしており、現段階では、具体

の運営内容や実施体制は確定していません。維持管理に係る予算について

は、運営形態の具体化に応じて積算する必要があることから、今後、運営内

容や体制の整理を進め、必要な予算の確保に努めてまいりたいと思います。

期待する効果につきましては、公園で活動する様々な団体をつなぎ、地域課

題の解決や地域活動の促進などを期待しているところです。 

③ 騒音問題について、軽スポーツひろばの配置において、ワークショップの

中で市民の皆様から配置場所への異論や騒音の懸念が示されたことを受け、

計画場所を見直したほか、バスケットボールエリアについては、ゴムチップ

舗装を施し、騒音低減に配慮した設計としているほか、門扉の施錠による利

用時間の制限など、運用面での配慮も検討しています。次に、公園実利用者

の声の把握です。利用実態調査を行いまして、改修後における利用者数の推

移や市民アンケートによる満足度の把握など、改修前後の変化を把握すると

ともに、指定管理者によるアンケート調査や日々市に入る苦情・要望によ

り、市民の声の継続的な聞き取りを行いまして、この基本計画に掲げた目指

す姿がどの程度実現されたかを市民の皆様に分かりやすく情報提供できるよ

う努めてまいりたいと考えています。 

  今のその点については、おおむね理解したところでございます。次のまた

３点お伺いしたいと思います。 

④ 恵み野中央公園の現状の利用状況に関してなんですけども、この利用状況

をまずどのように捉えているのか伺います。 

⑤ ２点目は、中間支援組織設立の必要性と趣旨、構成員の選出の基準、役

割、考え方について、どのようなお考えなのか伺います。 

⑥ ３点目、はなふるの機能との比較、検討、これに関してはどのような比

較、検討を考えているのか伺います。 

④ 恵み野中央公園は、恵み野地域の中心部を南北に縦断する形で立地してお

り、公園内の日本庭園や茂漁川から取水した河川水を利用したせせらぎ水

路、多目的広場、野球場、テニスコートなどの施設は日々の健康増進、地域

コミュニティ形成の醸成、地域の軽スポーツやレクリエーション活動など、

多様な役割を担っており、散策や自然観察のほか、学校授業や地域イベント

の会場などにも利用されている状況です。 

⑤ パークセンターの運営管理については、ワークショップの御意見を踏ま

え、パークセンターを拠点とする地域団体など、多様な主体が関わる中間支

援組織等により、維持管理及び管理運営のほか、公園利用の調整やイベント

の支援、情報発信などソフト面での役割も担っていただくことを想定してい
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ます。なお、パークセンターの運営管理の詳細については、令和８年度以降

に検討することにしていますので、構成員の選出基準、役割、考え方につい

ても、地域住民の要望を踏まえ検討してまいりたいと考えています。 

⑥ それぞれの施設が有する機能や役割を踏まえ、相互に補完し合う形での利

活用を図ることが重要だと認識しています。はなふるが年間１００万人以上

が訪れる恵庭市の花のまちを象徴するガーデンツーリズムの複合観光拠点で

あるのに対して、恵み野中央公園は、恵み野地区の中心に位置する身近な総

合公園として、日常的な散策、遊具利用、軽スポーツ利用や地域の催しな

ど、地域住民の日常生活に根差した利用を中心とした機能を担うことを想定

しています。なお、はなふると同機能を持つ親水ひろばにつきましては、ワ

ークショップでの意見を踏まえ、基本計画において、公園利用の多様化や子

どもの遊び環境の充実といった観点から計画しているもので、はなふるとの

役割分担を踏まえつつ、恵み野中央公園においては、遊具エリアとの一体的

な利用や地域に身近な規模での親水空間として位置づけております。 

  今の３点に関して理解をしていくところですが、あと３点お伺いします。 

  恵み野中央公園の現状の利用状況をどう捉えているか伺います。 

⑦ ２点目、パークセンター新設後の運営、それから維持管理方法について、

地域住民の皆様へどのような周知をしていくのか伺います。 

⑧ ３点目、動植物などの環境への配慮、冬期間の除雪など、四季を通じての

利用など、整備後においても効果的かつ現実的な公園運営を行っていく、こ

れが最も重要なところかと思っていますが、市の見解を伺います。 

  小橋委員からいただいた３点の再質問の中の１点目につきましては、２回

目の答弁の中でお答えしたものでございます。では、残り２点について、お

答えさせていただきます。 

⑦ 中間支援組織の検討を進める中で、運営形態が具体化し、運営内容や体制

が整備できた段階で、運営、維持方法、構成員、予算などについて、地域の

皆様へ周知を図りたいと思います。 

⑧ 動植物など環境への配慮につきましては、近隣の動物専門学校やカワセミ

の会等からの情報提供を踏まえ、必要に応じて状況把握を行い、利用実態に

応じた冬期利用の検討や草刈り等の維持管理頻度の再考も検討したいと考え

ています。冬期利用につきましては、現状は冬期利用を前提とした管理を行

っていないことから、園路の除雪は実施していませんが、市民の健康増進や

公園の通年利用の観点からは重要であると認識しており、開始後において

は、今後の管理運営の中で、利用ニーズやコストとのバランスを考慮しなが

ら、冬期の園路開放等について検討してまいりたいと考えています。 

  ありがとうございます。１点、かぶってしまったので、あと１点だけ。 

⑨ 恵み野中央公園の改修に伴う地域住民への説明会や周知活動について、こ

の点を最後に伺います。 

⑨ これまでの市民周知については、各ワークショップの議事録及び会議資料

の市ホームページへの毎回の公開、パブリックコメントの実施、町内会連合

会役員会での説明などにより情報提供を行ってきたほか、より多様な意見を
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把握する目的として、意見交換を重視したワークショップ形式を採用し、計

画の検討を進めており、市民意見の把握と情報共有を図ってまいりました。

今後につきましては、令和８年６月４日に工事説明会を開催するほか、工事

着手後は、現地看板やホームページ等による情報提供や現場見学会等の開催

を検討しております。 

  

① 新設設備について、公園全体の景観や色彩バランス、既存環境との調和を

どのように考えているのか伺います。 

② ２点目、パークセンターの設置箇所について、池や植物などの周辺環境へ

の影響も懸念されると思うんですけども、環境への影響が少ない場所への変

更の可能性などについて伺います。 

③ ３点目、先ほどの答弁に一部あったと思いますが、冬期利用を検討される

ということでしたけども、冬期利用をした場合の冬期除雪を行う場合の課題

について、市の認識を伺います。 

① 池や水路、遊具、築山などの既存資源については、水と緑の連続性や景観

形成の観点から重要な要素であると認識しており、可能な限り保全活用を図

ることとしています。また、施設点検により施設の老朽化や利用状況を踏ま

えて、必要な機能の更新や再編を行うものであり、既存資源の活用と機能改

善の両立を図ったものと考えています。また、新設されるパークセンターの

外観色については、公園の自然環境や景観と調和した色となるよう、既存図

書館の外壁色を参考にして、地域の方へのアンケート等により決定したいと

考えております。 

② パークセンターの配置につきましては、ワークショップでいただいた御意

見を踏まえて、図書館との連携、駐車場との関係性、屋外でのイベント、キ

ッチンカー等です。屋上での野鳥観察等も視野に入れて、公園全体のゾーニ

ングや利便性、管理運営の観点から検討した結果、現計画位置としたもので

あります。恵み野中央公園の改修につきましては、水路や樹木帯など、既存

の自然環境の連続性を配慮した計画とするとともに、池の生態環境への影響

も配慮して、既存池の水環境を可能な限り維持しながら進めていく考えであ

ります。改修後の自然環境の変化につきましては、環境団体等からの情報提

供を踏まえて、必要に応じて状況把握を行い、その結果を今後の管理運営に

生かしていきたいと考えております。 

③ 現状は冬期利用を前提とした管理を行っていないということもあります

が、課題としては、園路除雪の実施に当たりましては、新たな維持管理費が

必要になることですとか、公園利用者への周知が課題になるものと認識して

おります。一方で、改修後においては、管理運営の中で利用ニーズやコスト

とのバランスを考慮しながら、冬期の園路開放については検討してまいりた

いと考えております。 

④ 最後に、今後の改修計画について、地域住民への説明会ですとか、情報発

信をどのように進めていくのか伺います。 

⑤ さらに、改修後も含めて、地域住民や公園利用者の意見をどのように集約
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し、公園運営に反映させていく考えか、改めて伺います。 

④ 地域住民への説明、周知についは、各ワークショップの議事録及び会議資

料のホームページへの公開、パブリックコメントの実施、役員会での説明な

どで情報提供を行ってきましたが、より広範な市民への周知や説明の機会に

ついては十分ではなかったという面もあると認識しています。今後につきま

しては、令和８年６月４日に工事説明会を開催するほか、着手後において

も、現地看板やホームページによる情報発信等、現場見学会の開催を検討し

ています。 

⑤ 市民からの日常的な管理情報に対する御意見につきましては、これまでと

同様、電話や来庁により直接お伺いする日常要望に加えまして、恵庭市公式

ＬＩＮＥによる苦情・要望フォームの活用や生活環境改善要望などを通じ

て、幅広く御意見を伺ってまいります。また、指定管理者におきましても、

公園内に設置するＱＲコードを活用したアンケート調査等により、利用者ニ

ーズの把握に努めております。こうした仕組みを活用しながら、引き続き、

市民意見の反映に努めてまいりたいと考えております。 

 

① 陳情については皆さんから答弁をいただきましたが、気になっていますの

は、答弁の中で、６月４日に説明会を開催するということでした。説明会を

するのは結構なんですが、今まで積み上げてきたワークショップ等、市民と

の意見交換も報告が上がり、しっかりやられていたんだなと改めて確認をさ

せていただいたところですが、そこで６月４日に改めて説明会をするのか、

それとも、計画の中に、このカリキュラムの中に、６月４日に最終的に説明

会をしようと考えていらっしゃるのか、もしくは、今回、陳情に考慮する説

明が不足しているという形で、この要旨のところに書き込んでありますの

で、これは市民からこういう声が出ると、大変問題だなと、しっかりやって

いらっしゃったのにこういう問題が出るということは、やはりどこかで不足

していたのかなと思っております。小林委員への答弁にも、不足していたの

ではないかということで、６月に再度やるということでありましたが、６月

４日にやるに至った経緯について、建設部の考え方を確認させてください。 

 私が聞きたいのは、今までどおり、ここも計画に入れていたんだよというよ

うな形なのか、改めて今度、今回は改めて説明をやろうとするのか、そこら

辺のところの違いを伺います。 

① この基本計画、また実施設計を進める中では、基本的にはワークショップ

を主体に市民の方々の意見を酌み入れて計画を立案するものであると認識し

ておりますし、そういった考えで進めてまいりました。周知の方法につきま

しては、ワークショップの過程を、繰り返しになりますが、ホームページ

等々で広く周知したつもりではあったんですが、一部では、やはり十分でな

かったということも認識しております。改めて、また広範な市民への周知や

そういった機会の場が必要であると判断いたしまして、今回、説明会を開催

するに至りました。開催される説明会の内容につきましては、これまでの改

修に至る経過、計画の内容、工事のスケジュールや規制等について説明をし
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まして、広く理解を求める場として開催しようと考えています。 

  理解させていただきました。これが改めて説明会を６月４日になさるとい

うことになったら、ワークショップの委員の方が、改めてどうしたのと疑義

を感じられるのも心配をしているところです。ただ、このように陳情に説明

不足であるという形で出てきたことに対する対応だとは思いますが、以後、

このような形を、市民からワークショップなり、説明会とかがあるときに

は、やはり全員に周知の努力、行政側から、どうやったら皆さんに漏れなく

伝えられるかということを意識しながら説明会をしていただきたいと思って

います。私、別の団体なんですが、そこにしっかりこのことも、我々の団体

のときに説明に来ていただいて、いろんな段階を踏んでやっていらっしゃる

と私は認識していたものですから、改めてあることについては、手間暇、時

間、そしてこの工事が遅れるおそれもあると思ったりもしたものですから、

これから行われる説明会に対しては、しっかりそこも意識されて、市民に伝

わるようにお願いしたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

② 質問ですが、今回、説明会をするときに、地域住民の方は当然だと思いま

すが、どんなふうに恵庭市民に対して周知するのか。やっぱりこういう陳情

が出た以上は、全市民に対して、こんなことをやるから来てくださいという

ふうな、もしも疑義がある方があればどんどん来てくださいというような形

も、今回だけだと思いますが、それについてどう考えているか伺います。 

② 工事説明会の周知方法については、これまでと同様に、市のホームページ

で広く周知を図りまして、さらには、広報えにわの６月号においても周知を

図る予定です。また、これに加えて、恵み野地区に居住の方に向けては、町

内会回覧を活用して周知を図っているところでございます。以上のような周

知を図りまして、恵み野地区の方はもとより、市民の方であれば誰でも参加

できる説明会という形で開催しますので、一人でも多くの市民に参加してい

ただき、改修工事への御理解と御協力をお願いしたいと考えています。 

  

  他に質疑はございませんか。 

 〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
  質疑がなければ、これで質疑を終了します。本案の取扱いに関し、各委員の

御意見を伺いたいと思いますが、御異議ございませんか。 
 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
  異議なしと認めます。それでは、継続審査か採決か、採決の場合、採択か不

採択かも含め、順次発言願います。 

 

  こちらは採決し、採択でお願いいたします。ワークショップは重ねてきたと

思いますが、６月に工事説明会、そして周知活動を強化していくということで

すので、お願いいたします。 

  採決し、採択でお願いいたします。今、答弁がありましたとおり、次からの

説明会に対しては、いろいろ行政の勉強という形で、今回考えていただきたい

と思います。よろしくお願いします。 
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  採決、採択でお願いいたします。 

  採決し、採択でお願いいたします。 

  採決、採択でお願いします。 

  私も、採決して採択でお願いいたします。 

 

  全員が本案を採決し、採択すべきものとの意見でございます。お諮りいたし

ます。本案については討論を省略して、採択すべきものと決定することに御異

議ございませんか。 

 〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
  御異議なしと認めます。したがいまして、本案については、採択すべきもの

と決定いたしました。 

 

日程１．付託案件審査について 終了 

 

●日程２．建設部関連 

１）報告事項 

資料説明⑧令和８年度 社会資本整備総合交付金事業について 

【質疑】 

 なし 

 

１）報告事項 終了 

 

日程２.建設部関連 終了 

 

   休憩 １０時３４分 

   再開 １０時３６分 

 

人事異動後初の委員会のため、異動のあった課長職の自己紹介を行う。 

 

 ●日程３．経済部関連 

 １）閉会中の所管事務調査について 

  ・新市街地整備の進捗状況について 

資料説明 

【質疑】 

  今の報告がございましたが、今回の資料で、外部有識者を招いて、開発手法

の勉強会を地権者の皆さんを対象に開催されているということが示されてお

りました。地権者の方に寄り添った取組を実施しているということは、これは

高く評価するところです。 

① そこで、この勉強会について、改めて所見を伺います。 

① 勉強会については、地権者の皆様に開発の方向性や手法について理解を深め

ていただくことを目的として開催しています。地権者の皆様からは、市が主体



８ 
 

 

 

 

 

小 橋 委 員 

 

 

 

 

 

上山商工労働課長 

 

 

 

 

 

小 橋 委 員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上山商工労働課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

的に動いてほしい、市に先行買収してもらいたいといった声もいただいてお

り、市への信頼と期待を感じているところです。こうした声にしっかりと応え

るためにも、地権者の皆様と丁寧に対話を重ねながら、開発に向けた合意形成

を着実に進めてまいります。 

  しっかりと地権者の皆様に寄り添って、今後も進めてもらうことを願うとこ

ろでございます。 

② 今回、これまでおおよそ南２６号までという開発想定のエリアのうち、おお

よそ２７号までの区域を優先的に検討するエリアとして新たに位置づけたこ

とが示されたわけですけども、早期開発に向けて方針を具体化したという意味

で、これも高く評価するところです。この点に関して、所見を改めて伺います。 

② これまでお示ししているおおよそ南２６号までという市の方針については、

これを維持した上で、地権者との対話や所有者不明土地などの調査の積み重ね

を踏まえた現実的な判断であると認識しており、まずは早期開発が可能なエリ

アから確実に進めたいと考えています。優先検討エリアの設定により、地権者

の皆様にも市の進め方をより明確にお示しできるものと考えてございまして、

引き続き、地権者との合意形成に努めてまいりたいということでございます。 

  そのような形でぜひよろしくお願いしたいと思います。 

③ 先ほどの答弁の中にも、早期開発が可能なエリアから着実に進めていきたい

ということでした。その方針には理解を示すところですが、合意形成をより実

効的に進めていくためには、地権者の皆様に対して、市として、具体的な構想

やビジョンを示していくことも重要ではないかと考えています。地権者の皆様

から、市が主体的に動いてほしい、それから、市に先行買収してもらいたいと

いった期待の声が寄せられているということもありまして、先ほどの答弁で示

されました、そういった声に応えるためにも、市側から開発の将来像をより具

体的に示して、対話の土台を整えていく必要があると考えるところです。その

ための手段として、例えば、専門コンサルタントへの委託など、構想具体化に

必要な調査・検討業務について、補正予算の計上も視野に入れて取り組むべき

ではないかと切に要望していきたいと思っております。市の考えを伺います。 

③ 委員がおっしゃったとおり、地権者の皆様との合意形成を着実に進めていく

ためには、市として、開発構想であったり、将来像ということになるんでしょ

うか、そういったものをより具体的かつ分かりやすい形でお示ししていくこと

が重要であると認識しています。これまで開催してまいりました勉強会等を通

じて、地権者の皆様からは、市の取組に対する信頼や御期待の声を多くいただ

いているところであり、こうした声にしっかりと応えていくことも、市の責務

ではないかと考えています。そのためには、開発の方向性や土地利用の在り方、

整備手法などについて、専門的な知見を活用しながら、検討を深めていくこと

が必要であり、委員から御提案いただきましたコンサルタントへの業務委託等

につきましても、構想具体化に向けた有効な手段の一つであると受け止めてい

ますので、ただいまいただいた御要望につきましては、内部で今後検討してま

いりたいと考えております。 
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 １）閉会中の所管事務調査について 終了 

 

 ２）報告案件 

資料説明①恵庭市農業委員会委員の候補者選考について 

資料説明②第４期恵庭市農業振興計画の見直しについて 

資料説明③恵庭市有林に係る森林経営計画の認定について 

資料説明④令和８年度恵庭市中小企業者等従業員資格取得支援モデル事業につ

いて 

資料説明⑤令和８年度恵庭市中小企業者等ＤＸ推進・労働環境改善支援事業につ

いて 

資料説明⑥令和８年度女性デジタル人材育成支援事業について 

資料説明⑦西島松地区 新市街地整備に係る基本的な考え方（案）について 

【質疑】 

① 資料⑥の女性デジタル人材育成支援事業について、昨年度の応募人数７９名

で参加者２０名ということでした。この２０名の選出方法について伺います。 

② 新規就労者が３名、就職活動が５名、そのほか７名が以前と同様の職場に就

業した、そのうち４名がデジタルスキルを仕事に生かせているということです

が、人材育成事業の目的の中に、退職して再就職を検討している方の他に、育

児などの関係から在宅勤務等を希望する方というのが入っていますが、在宅勤

務がかなった方がどのぐらいいるのか伺います。 

③ 今回、新しく令和８年度は受講者を２０名から１０名にして、より手厚いサ

ポートをするということですが、少しスキルを身につけた方々を対象とすると

いうようなことがここから読み取れるんですけれども、そのスキルがあまりな

い人たちは、この場合、どのようにスキルをつけていくのかというのをお勧め

したり、御紹介するお考えはあるのか伺います。 

④ 資料⑦の西島松地区新市街地整備に係る基本的な考え方で、策定の目的の中

で、新たな住宅地需要、商業地需要が急増し、新市街地整備は急務となってい

ますとありますが、なぜ今、大きな新市街地整備を急務として進める必要があ

るのか伺います。 

⑤ ３番で、恵庭市が主体となり開発事業を計画的に推進しますとありますけれ

ども、整備主体が民間主導ではなく、恵庭市が主体となって開発を進めること

で何かいいことがあるんでしょうか。メリットを伺います。 

⑥ その下、（２）のところに、民間活力の推進とあって、民間の提案力や事業

遂行力を活用しますとありますが、具体的にどの部分を民間が担うのでしょう

か伺います。 

⑦ 次のページの４番で、住居・住環境の中の課題に、北海道ビジョンに基づく

高度研究人材、オペレーション人口のための住環境の整備ということで、必要

な機能などが書かれていますが、実際どのような住環境を整備しようとお考え

なのか伺います。 

⑧ 商業の中の課題の中に、必要な機能として宿泊施設というのが出ているんで

すけれども、商業機能における宿泊施設の誘致というのは、どんな効果を期待
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しているのか伺います。 

⑨ その下、公園・運動施設の防災避難所と地域拠点を兼ねた公園、防災機能と

運動機能を備えた公園というふうに必要な機能ではなっているんですが、これ

は環境の景観配慮と防災対策にも関わるかもしれないんですけれども、公園整

備において、どのような防災機能を持たせていくのか伺います。 

⑩ 道路・交通のほうに行って、南２３号踏切による交通渋滞の発生というのは、

今もすごく大きな悩みだと思っています。南２３号踏切の渋滞に対して、どの

ような対策を講じるお考えでいるのか伺います。 

⑪ その道路・交通のところの必要な機能のところに、駅を中心としたウォーカ

ブル空間の形成とありますけれども、これは具体的にどんなイメージで考えて

いるのか伺います。 

⑫ 環境の中で、市街地拡大による電力需要の増加とありますが、こちら市街地

拡大による電力需要がすごく増えるということで、環境面というところに関わ

るんですけれども、これは環境面でどのような対策を行うのか伺います。 

① １点目、抽せんということです。 

② 在宅勤務の方は、今回の参加者の中にはいらっしゃらないということになり

ます。 

③ 国の交付金を活用させていただいて女性デジタル人材育成支援事業として

実施するものですから、ある程度スキルのある方ということになっておりま

す。ない方については、大変申し訳ないんですが、ある程度独学か別の手法で

身につけていただいた後というようなところで考えています。 

④ 資料にも記載しておりますが、近隣自治体の千歳市へのラピダス社の進出や

北広島市のＦビレッジの開発によって、やはり市内でも住宅、商業地の需要が

かなり急増しています。こういった機会を逃さずに、増加する人口や産業を確

実に取り入れる基盤をつくるため、早期の整備が必要であると考えています。 

⑤ 速やかな事業への対応に加えて、公園などの公共機能整備も計画的にこのエ

リアに整備する必要があると考えております。そういった点から、市が主体と

なることで、早期の事業実現、都市計画マスタープラン等に沿った質の高いま

ちづくりを両立させることができると考えております。 

⑥ 資金調達、設計施工だけではなくて、維持管理や運営、施設の所有、そうい

った幅広い民間の提案力なども活用しながら、効率的な新たな市街地の形成と

いうのを目指してまいりたいと思います。 

⑦ 資料にも記載しておりますように、多様性、国際化、そういった教育環境の

整備、そのほか、市内でも外国人就労者も増えておりますので、そういった方々

も安心して暮らせる住宅、教育、環境の誘致などを検討して、そういった方々

に選ばれる住環境整備を整えていきたいと検討しております。 

⑧ 札幌圏全体での宿泊施設の不足というのが懸念されておりまして、国内外の

観光客増加に対応し、市内のにぎわい創出と観光客の誘致促進、さらには、就

労環境の向上を図ってまいりたいと思います。 

⑨ 防災、避難所としての機能や地域の運動拠点としての機能を兼ね備えた公園

整備を検討しております。防災機能、一次避難所、そういった機能を兼ね備え
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た公園を整備していきたいと、今は考えております。 

⑩ 昨年度も南２３号の踏切に対するアンケート調査も実施しております。そう

いった御意見も踏まえまして、ＪＲ線路の立体交差道路などの整備も検討して

おります。あわせて、この南２３号踏切の在り方自体についても検討を進めま

して、新市街地整備による新たな交通量の増加に対応したインフラ整備を行っ

てまいりたいと考えております。 

⑪ 駅を中心としたウォーカブル空間の形成ですが、現時点のイメージですが、

駅から新たな市街地をスムーズにつなぎ、歩行者が快適に移動できる空間をイ

メージしています。スマートモビリティや鉄道、バス、自転車、そういったも

のの乗換の利便性向上の可能性についても検討を進めていきたいと思います。 

⑫ 電力需要の増に対しての対策ですが、資料にも書いていますが、再生可能エ

ネルギーの活用、蓄電池設備、そういったものを恵庭に導入することで、災害

対応や環境に優しいまちづくりを目指してまいりたいと思います。 

  資料⑥については分かりました。女性の働き方は、ここ近年で大きく変わっ

てきている部分がありまして、子育てとか家庭の事情で退職してしまったり、

お休みをしてしまったりしている方が、休んでいる間にＤＸの部分が大きく進

歩していて、やはりそのスキルが不足していると感じている人は多くいると思

います。１０人という限られた人数の方々へ、今度はスキル向上を目指しても

らうということですけれども、それに漏れてしまった人にも、どうか優しく接

していただけるようにお願いいたします。それから、資料⑦ですけれども、る

る説明していただきまして、理解させていただきました。 

⑬ 大変大きな用地なんですけれども、今後、用地取得というのはどのようなス

ケジュールと手法で進められていくのか伺います。また、この面積はどのぐら

い必要とお考えなのか伺います。 

⑬ まずは早期の事業実現に向けて、対象となっております地権者の皆さんに御

理解いただけるよう、丁寧な説明を行いながら、市と一体となってまちづくり

を進めていくということの説明を進めていきたいと考えております。こちらの

対象面積になりますが、先ほど資料で説明しました開発検討範囲の対象面積

は、おおむね４６ヘクタールとなっております。 

  分かりました。道内でも人口が増えている恵庭市ということで、これからも

まだまだ伸びていく、いろんなものが必要になっていくということで、これは

急務ということですので、どうか頑張って進めていっていただきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

 

① 資料④資格取得支援モデル事業について、資料⑤ＤＸ推進労働環境改善支援

事業について、この２点を一括して質疑させていただきますが、それぞれの事

業がスタートしています。事業の相談件数と受付件数を伺います。 

① 資料④の資格取得支援モデル事業についてですけれども、４月１日から受付

を開始し、正式な申請はまだございませんけれども、５月１８日現在となりま

すが、お問合せを１６件いただいているところです。次に、資料⑤のＤＸ推進

労働環境改善支援事業についてですが、５月１日から受付を開始させていただ
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きまして、５月１８日現在、相談は７３件、市で正式に書類を受理したものは

１７件、申請額にいたしまして２,５０８万９,０００円となっています。 

  相談件数、そして受付件数について分かりました。 

② 資料④の資格取得支援モデル事業についてですが、当初の予算では１社１０

万円で、５社分の５０万円を計上されていたと理解していますが、先ほどの問

合せ件数から見ると、明らかに足りないのではないかと危惧しています。モデ

ル事業という位置づけではありますが、事業者への支援の観点から見ると、今

年度中に申請数が超過しそうな場合には、さらに補正予算を組んで受け付ける

対応を考えているのか伺います。続いて、資料⑤ＤＸ推進労働環境改善支援事

業になりますが、こちら、先日の臨時会で提案された補正予算について、補助

金として７０社分で６,５００万円が計上されていました。先ほどの資格支援

モデル事業と同じになるんですが、市で正式に書類を受理した件数が、補助申

請額を見ると、こちらも明らかに足りていないと考えます。こちらについても、

今年度に申請数が超過しそうな場合、そして補正予算をこれから組んで受け付

けるという対応を考えているのか伺います。 

② 資料④と⑤、資格取得支援モデル事業とＤＸ推進については、いずれも同じ

答弁になりますので、併せてお答えさせていただきますが、現時点では、補正

予算の編成を前提とした対応は想定していないところです。まずは、予算の範

囲内で適切に執行したいと考えておりまして、申請が予算を超過する見込みと

なった場合は、受付を終了し、速やかに周知することとしております。しかし

ながら、申請の状況により、どのような対応が可能かについては、事業の執行

状況を見ながら、内部協議であったり、検討をしてまいりたいと考えています。 

  分かりました。どちらも非常に市内の事業者の声に応えたすばらしい取組だ

と思っていますし、こちら問合せが私のところにも、事業の開始と同時にかな

りあったというところもあります。答弁では、まずは予算の範囲内ということ

でしたけれども、そういうことではなく、やはり予算を超える申請が今回され

そうであれば、速やかに補正予算を提案してもらって、本当に希望する、でき

るところまで希望する全ての事業者に対応していくことを、私としては非常に

要望したいなと思っています。各企業様からも、いろいろな要望を聞いている

と、市内タクシーでしたりとか、そういったところも今、運転手が増えてきて

いるということで、非常にいい、これからこのまちにもっともっと可能性を見

いだしたいというところの企業様の声なども聞いておりますので、ぜひここの

部分に関しては、柔軟に対応を検討していただきたいと思っております。以上

です。答弁は要りません。 

 

  私からは、第４期恵庭市農業振興計画の中間見直しについて幾つか質問をさ

せていただきたいと思います。 

① まず今回の中間見直しに当たりまして、現行計画策定時と比較して、恵庭市

農業を取り巻く環境がどのように変化したと認識しているのか伺います。 

② 次に、飼料や資材価格の高騰が続く中で、現行計画と実態の乖離について、

市はどのような認識を持っているのか伺います。 
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③ 次に、耕作放棄地などの現状と課題について伺います。 

① 令和７年度農林業センサスの速報値によりますと、５年前の経営体数１８４

から１５１と、経営体数が減少している状況が確認されております。このこと

から、担い手の減少が進行している状況であると認識しているところです。 

② 現計画におきましても、令和４年度と５年度に肥料・飼料高騰対策を実施し

ておりますので、都度、ＪＡなどからの要望を踏まえまして、現計画において

も対応は可能であると認識しているところです。 

③ 現在、農業振興公社を中心に農地のあっせんを進めております。このことに

よりまして、現状では耕作放棄地はない状況を維持しているところです。  

しかしながら、今、一経営体の経営面積がどんどん拡大しているという現状を

踏まえますと、担い手確保が耕作放棄地を今後発生させないためには必要なも

のであると認識しております。 

   

２）報告案件 終了 

 

日程３．経済部関連 終了 

         

 ●日程４．その他  

   なし 

 

委員長が閉会を告げる。 

 

（ １１：２０分 終了） 

上記会議の記録に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

 

経済建設常任委員会 委員長  


